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授業の目的 
国際貿易論の初級レベル（夜時間帯に開講）・中級レベル（昼時間帯

に開講）の内容を習得することを目的とする。 

学習到達目標 
国際貿易論における専門書や論文を読むための基礎知識を身につけ

ることを目標とする。 

授業内容 

国際貿易と貿易政策の基礎理論を扱う。 

1．リカード・モデル 

比較優位，多数財のケース 

2．ヘクシャー＝オリーン・モデル 

リプチンスキー定理，ストルパー＝サムエルソン定理，要素価格均

等化定理，ヘクシャー＝オリーン定理 

3．新しい貿易理論 

独占的競争と産業内貿易，新々貿易理論 

4．貿易政策 

輸入関税政策，輸入割当政策，輸出補助金政策，地域貿易協定 

5．国際要素移動 

資本の国際移動，労働の国際移動 

 

 

現在の研究課題 

⚫ 自由貿易協定（FTA）や関税同盟（CU）といった地域貿易協定が，国際貿易や経済

厚生にどのような影響を与えるか，世界全体での貿易自由化への積み石（building 

block）になるか，それとも躓き石（stumbling block）になるかについて，理論的に考

察している。 

⚫ 垂直的な産業・貿易構造（中間財も最終財も寡占市場のモデル）の下での戦略的貿

易政策に関して理論的分析を行っている。 
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